
12月 8日（火）、四季の味ちひろにおいて、本
会 木村明人会長（㈱インテリックス代表取締役）

にご参加いただき、アルコール消毒、検温、換気

を徹底したうえで、第 44回例会を開催した。
木村会長は冒頭の挨拶で、経営者協会には、「女

性ビジネス研究会”凛”」と「経営のコツを気づ

く会」の勉強会があり、双方とも人気がある。経

営者協会は、ここ数年会員数は右肩上がりで、経

済団体において存在感は増している。二つの勉強

会が非常に実のある勉強ができるということで、

「凛の会」、「経コツ」に入りたいが入会理由と聞

いている。「凛の会」は単なる懇親会ではなく、

卓話や近況報告などを行い、他業種との情報交換

をするなど実のあることをしている。このまま続

けていっていただきたい、と話した。

近況報告を行いながら食事の後、今回は女性ら

しく華やかなお花を用意し、ビンゴゲームを行っ

た。終始マスク越しの会話となったが、静かな中

にも、コロナに負けず新しいことへ挑戦している

明るい話題も多かった。最後は桝井副代表が、コ

ロナの収束と来年への期待を込めて、明るく力強

い言葉で、締めくくった。

和歌山県経営者協会 就職支援センター

（独法）高齢・障害・求職者支援機構委託事業と

して本会が主催する、生産性向上支援訓練「原価

管理とコストダウン」を 11月 12日（木）、26日
（木）の 2日間にわたり開催した。
 昨年も開催したところ非常に好評だったセミ

ナーで、講師は昨年に引き続き、安藤経営コンサ

ルティング㈱ 代表取締役の安藤翔氏をお迎えし、

「原価管理」「コスト削減」「IE手法による標準時
間設定方法」について講義を行った。

１日目には原価管理の概要についての講義に

つづき、「CVP分析」について学んだ。CVP分析
とは、売上高や販売数量の変化にともなって、原

価や利益がどのように変化するのかを分析する

ツールで、損益分岐点売上高や目標売上高が計算

できる。慣れていないと難しい計算なので、演習

問題を繰り返した。

2 日目には、作業工程の管理によりムダのない
最善の方法と作り出す「IE手法」について学んだ。
運搬や停滞といった減らすべき工程を洗い出し、

どのようにすれば改善するのかを考える演習を

繰り返したあと、自社の作業工程について考え、

具体的にどういった方法で改善できそうかなど

を参加者同士で話し合い、実践していくイメージ

を固めていった。
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